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グリーンランドにおける過去 350 年間のブラックカーボン及びダストの変動 
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An ice core to the depth of 225 m was drilled at the SIGMA-D site, Northwest Greenland, in 2014 under the SIGMA (Snow 
Impurity and Glacial Microbe Effects on Abrupt Warming in the Arctic) project (Matoba et al., 2015). The ice core was 
analyzed to the depth of 113 m with a Continuous Flow Analysis (CFA) system, which was recently built at the National 
Institute of Polar Research. The CFA system allowed high resolution analyses of black carbon and dust. Here we report the 
variations of BC and discuss the anthropogenic impacts on concentrations and size distributions of BC particles. We also 
report the variability of dust and its link with climate variability. 
 
SIGMA（The Snow Impurity and Glacial Microbe Effects on Abrupt Warming in the Arctic）プロジェクト
の一環として、2014年春にグリーンランド氷床北西部の SIGMA-Dサイトで 225メートルの深さまでのアイスコア
が掘削された(Matoba et al., 2015)。積雪のアルベドに影響を及ぼす物質として注目されているブラックカーボ
ンとダストの変動を高時間分解能で復元するため、国立極地研究所で開発したアイスコア連続自動融解･分析装置
（CFA）を用いて同コアを分析した。CFAはアイスコアを融解しながら連続的に分析する方法であり、融解部に接
続した Single Soot Photometer （SP2，Droplet Measurement Technology 社）によりブラックカーボンを分析し、
レーザー遮蔽式微粒子分析計（Abakus, Klotz 社）により固体微粒子を分析した。  
ブラックカーボンの経年変動を解析するため、水の同位体比とイオン濃度の季節変動を用いた年層カウンティ
ングにより年代軸を決定した（的場他，未発表）。この年代軸に基づくと深度 113 メートルは 1650 年代に対応す
る。ブラックカーボンの質量濃度は 1850 年頃から増加し始めたが、1920～1930 年にピークを迎え，その後減少に
転じた。また、ブラックカーボン 1 粒子当たりの質量を計算したところ、質量濃度と同様のトレンドを示した。
一方、ダストは 18 世紀終盤から 19 世紀中盤にかけて高濃度を示していた。本報告では、これらの結果について
考察する。 
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